
advice
この図のタイトルは、ソースコードの     CALL PGSCH(0.5)     CALL PGSCI(2)     CALL PGENV(-1.05,1.05,-1.05,1.05,1,-1)     CALL PGLAB(' ', ' ', 'PGPLOT Example 15: PGMOVE and PGDRAW')の部分で描かれている。PGSCH の引数を0.5とし、PGSCI で色指定子を"2"とすることにより通常の半分の大きさの赤い文字でタイトルを描いている。また  PGENV の最後の引数を"-1"とすると、外枠だけが描かれ、座標軸は描かれない。

advice
このサンプルでは、17角形の頂点を互いに線で結ぶことにより、このような模様を描いています。線の色はソースコードの      CALL PGSCR(0,0.2,0.3,0.3)      CALL PGSCR(1,1.0,0.5,0.2)      CALL PGSCR(2,0.2,0.5,1.0)      CALL PGSCI(1)の部分で決められていますが，以降の線画では最後の PGSCI で参照している色指定子"１"の色(２行目の PGSCR で橙色(R=1.,G=0.5,B=0.2)に割り当てられている)だけが用いられ、前後で決めた色(色指定子"0"と"2"に割り当てた色)は用いられていません。（下に続く）

advice
（上の吹き出しの続き）また、線そのものはソースコードの      DO 40 I=1,NV-1          DO 30 J=I+1,NV            CALL PGMOVE(X(I),Y(I))            CALL PGDRAW(X(J),Y(J))   30     CONTINUE   40 CONTINUEの部分で描かれています。PGMOVE は引数で指定された位置にペンを移動するルーチンで、PGDRAW は直前のペンの位置から引数で指定した位置まで線を引くルーチンです。この結果、両者を一回呼ぶ毎に PGMOVE の引数の位置から PGDRAW の引数の位置まで線が引かれる。そして、これを17角形の頂点について順番に繰り返すと、御覧のような図が出来上がります。


